
 

 

 

 

 

 

 

 

 例年になく長く続いた梅雨もようやく明け、いよいよ夏本番となりました。 

１学期も残すところわずかとなりました。先週の金曜日の朝の会で、「そうか、今日で７月も終わ

りなんだな」と言うと子供たちから、「なんか、全然そんな感じがしない」「梅雨も明けてないから、

暑くもないし」「まだ、１学期の中ぐらいのような感じがする」などの言葉が口々に出てきました。

臨時休業があったため、例年とは様子が違うことを子供たちも感じてはいたようです。そんな１学

期でしたが、子供たちは、いろいろなことに取り組んできました。学習では、４年生になり少しず

つ難しくなってきたにもかかわらず、分かるようになるまで粘り強く取り組みました。また、自分

の考えを進んで友達に伝えようとする子供が増えてきました。上学年の仲間入りをして初めて取り

組んだ委員会活動では、５、６年生と一緒に活動を進めながら全校のみんなの役に立つことの大切

さと喜びを感じることができました。委員会からのお知らせをする放送当番も、初めのころは緊張

気味でしたが、今ではすっかり慣れた口調で話しています。さらに、普段の生活でも、各委員会が

取り組んでいる「あいさつ名人」や「手洗い名人」で全校に紹介される４年生が何人もいます。充

実した毎日を送り、前向きな気持ちをもっているからこそ見られる姿だと思います。２ヶ月あまり

と短い１学期でしたが、子供たちにとっては、その分凝縮された、充実した１学期だったのではな

いかと思います。 

 

 

 理科では「暑い季節」という学習をしています。久しぶりに晴れた日に、夏の校庭の様子を観察

しに出ました。４月の初めには、春の動植物を観察して、冬から春への季節の移り変わりを感じた

子供たちでしたが、今回もたくさんの変化を発見しました。 

グラウンドで見られる昆虫の種類が増えたことに気付き、「スキー山にこんなにコオロギがいる

なんて。コオロギは秋にならないといないと思っていた」「グラウンドにアリがたくさんいるな。春

はそんなにいなかったよ」「春はモンシロチョウしか見かけな

かったのに、アゲハが何羽も飛んでいる」「セミの脱け殻がた

くさんある。今日は（曇っているから）あまり鳴き声は聞こえ

ないけれど、たくさん成虫になっているんだ。」など変化に驚

きながら観察していました。子供たちは、知識として生き物の

活動が盛んになることを予想していたとは思いますが、実際に

生きた昆虫の姿を見た感動は大きかったようです。その他に

も、サクラの葉が大きく濃く茂っている様子や、初夏の花であ

るネムノキの花を見付けるなど季節の変化をしっかりと捉え

ることができました。 
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ネムノキの花（スキー山の裏側、保育所
の園庭から枝が伸びてきていました。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みは、1 学期に学習したことを復習したり、自分が興味をもったことについてくわしく調べ

てみたりするなどと、プラス１にじっくりと取り組むにはよいチャンスです。理由をしっかりとも

って、自分で納得がいくように進めてほしいと思います。 

 

夏休みに向けて「○○の夏 大作戦！」 

今年の夏休みは８月８日から 19 日までの 12 日間ととても短い期間です。例年通

りとはいきません。そこで子供たちに、「今年の夏にがんばることはこれだ！」という

ものを１つ決めて集中して取り組んではどうかと働きかけました。すると「夜空（観

察）の夏」「料理の夏」「勉強の夏」「読書の夏」「書写の夏」「片付け・掃除の夏」「手

伝いの夏」…など、それぞれが自分で取り組んでみたいことを考えました。夏休み

後、どのような成果を報告してくれるのか、今からとても楽しみです。ご家庭でも、

がんばっているお子さんにぜひ、励ましの声かけをお願いします。 

Ｙさん 

小数を使って長さや重さの単位をそろえ

た表し方について、「まちがえそうになっ

たから」と、しっかり復習しておこうと考

えたのですね。単位の置き換えは、高学年

になっても間違えやすいです。復習してし

っかりと身に付けようとしていますね。 

Ｈさん 

「雨水の流れについて学習したから」と、学

校で学習したことをその日のうちに復習してお

こうと考えたのですね。学校での観察した結果

をまとめ直しただけでなく、そこから考えた疑

問につて、自分なりに仮説を立てているとろが

すばらしいです。次の時間につながりますね。 


